
五臓と五行学説

五行学説とは古代の自然哲学です。五とは 5 つの要素、行とは運行を表し「木・火・土
・金・水」をリーダーにして森羅万象を分析する学説です。

[ 付録１]

① 五行の分類  ( 同じ特性を持つものをグループ化 )

五行　　 五味　   五季　   五臓　   五腑　   五主　   五官　   五志　   五色　

木　　 　 酸　　   春　      肝　      胆　     筋　　　目　      怒　   　青　

火　　 　 苦　　   夏　      心　    小腸　   血脈　　 舌　      喜　   　赤　

土　　 　 甘　　  長夏　    脾　      胃　    肌肉　　 口　      思　   　黄　

金　　 　 辛　　   秋　      肺　    大腸　   皮膚　　 鼻　      悲　   　白　

水　　 　 鹹　　   冬　      腎　    膀胱　    骨　　   耳 　     驚　   　黒　

② 五行の相生・相克 ( 物事の相互関係・間接的影響を示している )

相生
臓腑の「助け合いの関係」を表しています

相克
臓腑の「抑制の関係」を表しています

肝

心

脾肺

腎

相生

相克

中医学では五行学説の分類、相生、相克などを用いて人体の生理、病理、相互関係を
分析します。
※ただしすべてが五行学説に当てはまるわけではないため、五行だけで人体を判断することはできません。

五臓の生理や人体を説明
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